
（2015年2月2日開催 アナリスト向け決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・ITHD企画本部長の柳井です。よろしくお願いいたします。
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・本日15：30に発表いたしました、第3四半期決算の内容を中心に、決算説明資料を使っ

て説明させていただきます。
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・まず、第3四半期累計の業績についてです。全体的に好調であったということができると

思います。

・売上高は、好調な事業環境を背景に、2,548億円となり、前年同期比で164億円、6.9％

の伸びとなりました。

・利益面は、営業利益が108億円、四半期純利益が48億円となり、それぞれ前年同期比

で大幅に増加しました。これらは、増収効果や不採算案件の抑制が大型開発案件の獲

得や体制整備に係るコスト等を吸収したことが主な要因です。

・増収効果の一部を構成する工事進行基準の適用案件の増加影響は、売上高で33億円、

営業利益で9億円でした。また、当第3四半期の不採算案件は、前年同期比10億円減

少の6億円でした。まだ課題はありますが、品質向上の施策等によって一定のコント

ロールが進んだものと考えています。
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・セグメント別の状況について、売上高は主要3セグメントの全てで前年同期比増収とな

りました。金融ITサービスではカード系が牽引し、産業ITサービスでは全般的に伸びて

います。これは5ページ記載の業種別売上高の状況からもおわかりいただけるかと存じ

ます。

・セグメント別の営業利益については、ITインフラストラクチャーサービスが前年同期比で

若干の減益となりました。これは前年同期に高利益率であったBPOの特需の剥落や一

部既存先の規模縮小の影響が続いたこと等によるものです。一方、金融ITサービスと

産業ITサービスについては、前年同期に比べて利益を伸ばしており、特に産業ITサー

ビスでは不採算案件の抑制等が寄与しています。
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（説明省略）
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（説明省略）
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・次に、第3四半期累計の受注状況です。

・受注高は、第3四半期に産業ITサービスに含まれる公共系の大型開発案件125億円の

計上が牽引する形で1,417億円と、前年同期比で186億円の増加となりました。金融IT

サービスも増加しており、主にはカード系ということです。

・期末受注残は売上高の増加に伴って消化も進みましたが、受注高が増加したことも

あって、前年同期比プラスの711億円となりました。
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・受注高の経年推移をグラフにしたものです。当第3四半期が過去に比べても強かった状

況がご覧いただけるかと思いますが、第4四半期に向けての見通しも前年同期並みの

堅調な形の受注高を見込んでいます。
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（説明省略）
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（説明省略）
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・通期業績見通しですが、期初計画からの変更はありません。売上高3,550億円、営業利

益215億円、当期純利益100億円の達成を目指してまいりたいと考えています。。

・売上高については好調に推移しているということもあり、利益面については、上期時点

ではやや進捗が芳しくないというところもありましたが、第3四半期累計では概ね期初計

画に沿う状況に戻ったと考えています。
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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・最後に、我々が関係する3つの大型開発案件の状況と、アグレックスの完全子会社化

に向けた施策の進捗状況について補足でご説明します。

・公共系の大型開発案件は、受注状況のところでもご説明したとおり、すでに受注してプ

ロジェクトが始まっており、カード系の大型開発案件2つのうちの1つも要件定義工程を

受注して進めているところです。

・カード系のもう1つの大型開発案件については、非常に案件規模が大きいということも

ありお客様の方での慎重な検討が続けているところであり、我々としては、案件開始前

の検討段階への協力が今しばらく続く見込みです。このため、案件開始に備えて構築し

た体制については一旦縮小させることとし、リソースのシフトを行っています。

・また、アグレックスの完全子会社化に関しては、昨年実施した公開買付けの結果、持株

比率は93.3％となりました。残りの分は、今後のスクイーズアウトの手続きを通じて、早

期に完全子会社化を完了させたいと考えています。

16



・以上で、説明を終了させていただきます。
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